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CAD化を進めるに当たって，最初にぶつかる問
題点として， CADシステムを構築するために膨大
な経費がかかることと，管理の問題である。
システム構築には，大型計算機を使って，それに
端末器を接続する方法とパソコンを使ったネットワ
ークを組む方法が考えられるが，いずれも台数を揃
えるとなれば，多額の経費を要する。
一方，管理の問題であるが，一般カリキュラムに
導入するとなれば，決められた時間内で処理するこ
とは，個人差もあり難しい。どうしても時間外でも
学生が自由に使えるような体制が必要となる。
このようなことから，これらの問題がいちばん解
決しやすい卒業研究で取り上げてみたが，今後は一
般カリキュラムにも取り入れなければならなくなる
であろう。
現在のCADシステムをさらに進化させるために
は，設計に必要なデータベース，情報が自由に取り
だせたり，図面情報をネットワークを通じて自由に
交換できるシステムが構築されることである。この
ようなシステムが身近となれば， CADの特徴が生
かされ有効性が一段と増すことになる。
4.あとがき
CADを使つての設備設計について，設備業界の
幽 1--*-1，6岨(19)
図日3
CADを使った
「設備設計製図」
の例
現状，教育機関の対応状況をながめてみると，まだ
繁明期といったところである。しかし，設備設計に
もCAD導入は近い将来避けて通れる問題ではない
と考えられる。
設備教育を目的のーっとしている学科で，試行錯
誤的ではあるが，いちばん導入しやすい卒業研究の
なかに取り入れ， CADを使って設計，思考のでき
るCADオペレーダーにとどまらない学生を世の中
に送り出せるような教育ができたので，一応所期の
目的は遣しつつある。また，本学科においても女子
学生が年々増加の一途をたどっている現状下で，彼
女らの将来の職業といった観点から考えたとき， C
ADを使って設計ができる (CADオペレータでな
い)技術者を育てることは，それなりに意義のある
ことと恩われる。
今後はCADシステムの充実とLANの構築，近
い将来訪れるであろう製図道具としてドラフターか
らCADへの転換の時期にいかに対処するかが課題
である。
参考資料
建築CAD特別研究委員会:1994年度日本建築学会
大会(東海)研究協議会資料「建築CADの進化と
普遍化過程J，日本建築学会， 1994.9 
(受理平成7年3月20日)
